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独⽴⾏政法⼈環境再⽣保全機構運営費交付⾦のうち環境保全研究・技術開発勘定

研究開発成果の例

競争的研究費制度による交付（配分機関︓ERCA)

環境研究総合推進費は、環境省の⾏政ニーズを提⽰して公募を⾏い、産学官の
研究者から提案を募り、審査を経て採択された課題を実施する、環境政策貢献
型の競争的研究費です。「環境研究・環境技術開発の推進戦略」「科学技術・
イノベーション基本計画」等を踏まえ、環境政策への貢献・反映に⽴脚した戦
略的な研究開発、Society 5.0実現に向けた研究開発を強⼒に推進します。

気候変動問題への対応、循環型社会の実現、⾃然環境との共⽣、環境リスク管理等による安全の確保など、持続可能な社会構築の
ための環境政策の推進にとって不可⽋な科学的知⾒の集積及び技術開発の促進を⽬的とします（エネルギー起源CO2排出削減に直
接資する研究開発等は対象外）。

環境政策貢献型の競争的研究費制度である「環境研究総合推進費」を運営します。

【令和9年度要求額 5,784百万円（ 5,639百万円）】

＜プラスチック微粒⼦の質量推計の⾼精度化＞

⼤学／研究機関／⺠間事業者・団体／地⽅公共団体⼀般

平成29年度〜

環境省⼤⾂官房総合政策課環境研究技術室 TEL︓03-5521-8239

■委託先

委託・補助

※ERCA：（独）環境再⽣保全機構

環境省
・基本⽅針
・⾏政ニーズ
・政策活⽤
・制度評価

成果報告

ERCA
・公募・審査
・配分・契約
・研究管理

※

・⼤学
・研究機関等

研究実施
運営費
交付⾦

報告 ＜将来の気候変動によるアマゾン熱帯⾬林への影響解明＞

※プレスリリースから

気候変動がアマゾン熱帯⾬林の
炭素循環に与える変化について
分析し、将来気候変動によって
アマゾン熱帯⾬林で乾燥化が進
み、炭素吸収量の減少が⽣じる
と予測されることを明らかにし
ました。また、過去の気候変動
の情報を利⽤して、将来予測の
不確実性の幅を狭めることに成
功しました。

プラスチック微粒⼦の質量と投
影⾯積の関係を明らかにし、そ
の関係を⽤いて、環境中のプラ
スチック微粒⼦の質量を簡便か
つ⾼精度に評価できることを⽰
しました。今後、⽔環境中のプ
ラスチックの存在量や⽣態影響
の解明に役⽴つことが期待され
ます。


